
北湯沢温泉
緑の風リゾートきたゆざわ

露天風呂

1・2泊目

■添乗員／同行します　■食事／朝食2回、昼食3回、夕食2回
■交通機関／航空機（ＡＮＡ、ＪＡＬ、ＡIR DO）、貸切バス（ほくしょう運輸、
旭川電気軌道バス、など）　■集合場所／羽田空港
■ご案内　※天候、道路のコンディションなどやむを得ない事情によって
はルートの変更または中止とさせていただく事があります。　
※航空機、記載のスケジュールは変更になる場合がございます。お申し込
み後の条件書にてご確認ください。　※バスに乗ったり下りたりで見学
いたします。歩行時は整備された道を利用しますが、階段や坂道もあります
ので、歩きやすく滑りにくいスニーカーなどでご参加ください。

1
羽田空港発（10：00～10：30）s新千歳空港着（11：30～11：50）
➡ 白老へ➡（約50分）➡ 蕎麦屋にて昼食➡ ●知里幸恵銀 
のしずく記念館見学（約2時間）➡北湯沢温泉へ➡（約1時間）
➡ホテル着（17：30頃） 食事：朝×・昼○・夕○

2

ホテル出発（8：30）➡◎洞爺湖ビジターセンター見学➡◎西山
山麓火口散策路➡旧◎三恵病院跡➡望羊蹄にて昼食（洋食）➡
●有珠山ロープウェイにて山頂へjロープウェイで下山後、
徒歩にて、●昭和新山・三松正夫記念館➡ホテル着（17：00頃）
 食事：朝○・昼○・夕○

3

ホテル出発（8：30）➡◎白老「ポロトの森」歩き（約2時間半）
➡昼食➡●ウポポイ（民族共生象徴空間）・国立アイヌ民族
博物館➡新千歳空港へ（15：00）➡（約1時間）➡新千歳空港
発（17：00～18：00）s羽田空港着（18：40～19：40）
 食事：朝○・昼○・夕×

★�本企画は抽選受付です。締切日：4月10日（金）、抽選結果は4月13日（月）以降
順次ご連絡いたします。

旅行期間 2026年7月15日（水）～7月17日（金）
旅行代金

2名様1室利用
（お一人様） 206,000円

※1名様1室 追加代金11,000円（2泊）
募集人員 18名様

（最少催行人員10名様）
宿泊ホテル【1・2泊目】北湯沢温泉　緑の風リゾートきたゆざわ（洋室ツイン）

洞爺湖

旅の会
提案の旅

吉村 達子さんの
企画

抽選
企画

イヤホン
ガイド付アイヌの文化と歴史の一端に触れ、

洞爺ジオパークで大地のダイナミックな息吹にふれる旅
北海道の地名の多くが「札幌」「釧路」「小樽」「稚内」などアイヌ語由来です。
かつて広大な北海道の地で自然と共存しながら独自の言語・文化・習慣を
有していたアイヌ民族は明治以降、日本政府の同化政策により言語を奪われ
独自の文化習慣を制限され長い間差別されてきました。2007年の国連総会で

「先住民族の権利に関する国際連合宣言」が採択され、失われつつあるアイヌ
民族とその文化への関心が高まってきています。アイヌ文化とその歴史の
一端に触れる旅です。アイヌのユーカラを初めて日本語に訳し出版された

「アイヌ神謡集」著者の知里幸恵さんの記念館を訪れます。また、今回は2020年
アイヌの歴史文化を伝えるナショナルセンターとして北海道白老町に開館
した「民族共生空間ウポポイ」の横にあるポロト湖を囲む「ポロト自然休養林」を
ガイドとともに歩き、午後は「民族共生空間ウポポイ」を見学します。また、ユネスコ
世界ジオパークに認定されている「洞爺湖有珠山ジオパーク」を専門ガイドと
歩きます。有珠山の火山活動とそのふもとに暮らす人々の生活をとおして
ダイナミックな地球の鼓動を感じ、アイヌの自然観への理解を深めましょう。

「�銀のしずく降る降るまわりに、�
金のしずく降る降るまわりに」

文字を持たず口承で伝えられてきたカムイユーカラをローマ字表記し、繊細な
感受性で日本語に表現した「アイヌ神謡集」を編み、完成
したその夜に心臓発作で19歳の若さで亡くなられた知里
幸恵さんの足跡を「銀のしずく記念館」にたずね、幸恵
さんの想いに触れます。また近くにある知里幸恵さんのお
墓と、叔母の金成マツさんと弟の言語学者の知里真志保
さんの碑を訪ねます。長流川のほとり森に囲まれた自然豊
かな北湯沢温泉「緑の風リゾート」に泊まります。様々な
スタイルの温泉でゆっくりと一日の疲れを癒してください。

1日目

変動する大地との共生
約11万年前の巨大な噴火で

生まれた洞爺湖、約2万年前の度重なる
噴火で生まれた有珠山、第2次大戦中に
誕生した昭和新山、私たちの記憶に残る
2000年の噴火など今なお活動を続ける
有珠山の生んだ地形と災害遺構をジオ
パークガイドとまわります。昼食は昭和21年開業の昭和レトロな「望羊蹄」
で自慢の洋食をいただきます。午後は有珠山ロープウェイで上がり、展望台
からの眺めを楽しんだ後、戦時中に昭和新山の成長を密かに日々記録 
した世界的に有名な三松正夫氏の記念館を訪れます。

2日目

「イランカラプテ！」（こんにちは！）
癒しの森で森の声や川のせせらぎ

をを聞き、「民族共生空間ウポポイ」でアイヌの
歴史・文化・生活に触れましょう。朝食後、ホテル 
を出発し白老に向かいます。地元のガイドとと
もにポロト自然休養林を歩き、アイヌの自然観
や生活の中での共生について学びます。午後は
日本最北の国立博物館の国立アイヌ民族博物館
を見学し、アイヌ工芸の実演や伝統的コタンの
見学、伝統芸能の鑑賞など楽しみます。夕方早め
に新千歳空港に入り、ゆっくりとお買い物を楽
しんだ後、帰途につきます。

3日目

昭和新山と三松正夫記念館

ポロトの森せせらぎ

ウポポイでの民族舞踊ウポポイ（民族共生象徴空間）

知里幸恵

知里幸恵 アイヌ神謡集

1-2 生活クラブ2026年15週

コース番号：11-8042-0027
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